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書　
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工
藤　

浩
著
『
氏
族
伝
承
と
律
令
祭
儀
の
研
究
』

青　

木　

周　

平

　

私
が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
昭
和
四
十
年
代
は
、
氏
族
伝
承
の
研
究
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
井
上
光
貞
「
帝
紀
か
ら
み
た
葛
城
氏
」（『
古
事
記
大
成
』
４
、

平
凡
社
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
）
に
よ
り
確
立
し
た
と
い
っ
て
よ
い
氏
族
論

を
、
文
学
の
側
か
ら
伝
承
の
形
成
論
と
し
て
取
り
入
れ
た
黒
沢
幸
三
「
古
代

息
長
氏
の
系
譜
と
伝
承
」（『
文
学
』
三
十
三
卷
十
二
号
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
）

な
ど
を
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
私
の
卒

業
論
文
は
倭
建
命
と
尾
張
氏
の
繋
が
り
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
氏
族
伝
承
論
も
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
と
次
第
に
勢
い
が
な
く
な
り
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
消
え
去
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
成
の

『
古
事
記
大
成
』
を
目
指
し
た
古
事
記
学
会
編
『
古
事
記
研
究
大
系
』
が
「
古

事
記
の
氏
族
伝
承
」（
第
九
卷
）
を
刊
行
で
き
ず
、『
古
事
記
論
集
』（
お
う
ふ
う
、

平
成
十
五
年
五
月
）
と
し
て
他
卷
の
テ
ー
マ
と
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
の
も
、

故
無
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
氏
族
論
の
新
し
い
理

論
的
武
装
を
も
っ
て
、
本
書
は
刊
行
さ
れ
た
。

　

そ
の
「
氏
族
伝
承
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
、
第
Ⅱ
部
「
先
代
旧
事

本
紀
の
研
究
」
の
第
三
章
「
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
降
臨
伝
承
の
形
成
」
と
第
五
章
「
ニ

ギ
ハ
ヤ
ヒ
降
臨
伝
承
の
方
法
と
意
義
」
と
を
比
較
す
る
形
で
検
証
し
て
み
た

い
。
第
三
章
で
は
、
ま
ず
記
・
紀
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
記
述
の
異
同
を
、
も
と

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
物
部
氏
側
の
資
料
を
記
・
紀
編
者
が
取
捨
選
択
し
た
基

準
や
方
法
の
違
い
と
押
さ
え
る
。
そ
し
て
記
・
紀
の
天
孫
降
臨
神
話
を
七
要

素
に
分
け
発
展
段
階
を
分
析
し
た
三
品
彰
英
の
理
論
に
基
づ
き
、「
天
神
本

紀
」
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
降
臨
の
七
要
素
を
抽
出
し
、
記
・
紀
『
古
語
拾
遺
』
か

ら
の
抄
録
の
あ
り
方
を
丁
寧
に
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
当
該

伝
承
か
ら
記
・
紀
の
影
響
を
払
拭
し
た
形
を
七
要
素
で
示
し
、
更
に
「
天
神

本
紀
」
編
者
の
加
筆
の
要
素
を
取
り
除
き
、
物
部
大
連
の
始
祖
伝
承
と
し
て

の
「
原
形
」
を
想
定
し
た
。
特
に
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
携
え
た
の
は
十
種
瑞
寶
で

は
な
く
霊
剣
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
で
あ
っ
た
、
と
い
う
主
張
が
眼
目
で
あ
る
。
第

五
章
で
は
、
そ
の
主
張
を
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
内
部
の
「
十
種
瑞
寶
」
に

対
す
る
一
貫
性
の
な
い
姿
勢
と
捉
え
、
述
作
者
の
レ
ベ
ル
で
合
理
的
な
説
明

を
試
み
る
。
そ
こ
で
は
、「
天
神
本
紀
」「
天
孫
本
紀
」「
天
皇
本
紀
」
と
い

う
内
部
で
の
相
違
と
、
記
・
紀
『
古
語
拾
遺
』
の
引
用
態
度
の
相
違
が
慎
重

に
検
討
さ
れ
、
大
連
系
の
始
祖
伝
承
に
首
系
の
詞
章
が
吸
収
さ
れ
た
と
結
論

付
け
る
。
一
見
す
る
と
第
五
章
は
第
三
章
の
延
長
の
論
と
思
わ
れ
る
が
、
次

の
言
葉
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
の
違
い
を
示
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

し
か
し
な
が
ら
本
章
で
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
所
伝
に
基
づ
い
て

物
部
伝
承
を
記
・
紀
以
前
に
遡
る
と
い
う
考
察
は
行
わ
な
い
こ
と
に
す

る
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
降
臨
伝
承
か
ら
、
記
・
紀
に

依
拠
し
た
部
分
を
取
り
除
い
て
ゆ
き
、
物
部
伝
承
の
原
形
を
探
っ
て
ゆ

く
方
向
の
考
察
で
は
、
記
・
紀
の
読
み
、
更
に
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』

の
構
造
と
い
う
二
つ
の
重
要
な
問
題
が
視
野
に
入
っ
て
こ
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

記
・
紀
の
読
み
を
問
い
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
構
造
を
問
う
こ
と
は
、
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作
品
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
他
な
ら
な
い
。
第
三
章
で
は
三
品
彰
英
の
形
成
論

に
基
づ
き
、
そ
の
「
原
形
」
を
問
う
方
向
を
示
し
た
の
に
対
し
、
第
五
章
が

作
品
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
の
は
、
両
論
文
（
初
出
）
の
書
か
れ

た
七
年
と
い
う
時
間
の
流
れ
の
中
で
の
、
著
者
の
方
法
論
の
変
質
を
示
し
て

い
る
と
み
て
よ
い
。
著
者
の
新
し
い
理
論
的
武
装
は
、
作
品
論
と
し
て
の
見

方
に
、
記
紀
の
受
容
論
と
し
て
の
意
味
づ
け
を
加
え
て
な
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
以
下
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
印
象
に
残
っ
た
諸
論
文
を
適
宜
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

　

第
Ⅰ
部
「
神
功
皇
后
伝
説
の
研
究
」
で
は
、
第
二
章
「
住
吉
神
の
神
格
」

と
第
四
章
「
神
功
皇
后
伝
説
と
八
十
嶋
祭
」
に
注
目
し
た
。
第
二
章
は
、『
古

事
記
』
で
は
託
宣
を
下
し
て
い
る
の
は
住
吉
神
と
解
す
べ
き
だ
と
い
い
、『
日

本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
の
懐
妊
の
時
期
を
示
す
「
今
…
始
」「
今
」
の
も
つ

意
味
を
問
う
。
こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
表
現
の
分
析
が
お
も
し
ろ
い
。
結
論

的
に
は
、
こ
の
託
宣
の
表
現
は
神
懸
か
り
の
状
態
で
皇
后
が
住
吉
神
の
子
を

懐
妊
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
。
神
婚
の
表
現
と
み
る
こ
と
で
、
そ
の
父
は

仲
哀
天
皇
で
は
あ
り
え
ず
、
当
該
伝
承
を
住
吉
神
の
神
威
譚
と
み
る
一
つ
の

証
拠
を
提
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
今
…
始
」「
今
」
が
原

伝
承
の
段
階
に
存
し
た
と
か
、「
河
内
王（
マ
マ
）
調
の
意
識
」
と
か
い
う
発
言
は
不

要
で
あ
る
。
証
明
で
き
な
い
、
少
な
く
と
も
著
者
が
こ
の
論
で
実
証
し
て
い

な
い
こ
と
に
は
触
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
第
四
章
で
は
、
八
十
嶋
祭
の
祭
儀

か
ら
、
住
吉
神
の
神
威
譚
と
し
て
の
神
功
皇
后
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る

説
に
対
し
、『
日
本
書
紀
』
の
神
功
伝
説
が
享
受
さ
れ
る
過
程
で
八
十
嶋
祭

の
祭
儀
が
生
じ
た
と
説
く
。
周
知
の
如
く
、
八
十
嶋
祭
は
そ
の
本
義
・
成
立

が
明
ら
か
で
な
く
、
従
来
か
ら
諸
説
が
あ
る
。
そ
の
諸
説
を
丹
念
に
批
判
・

検
討
し
、
八
十
嶋
祭
は
嘉
祥
三
年
に
創
祀
さ
れ
た
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
あ

り
、
目
的
は
鎮
魂
に
よ
る
大
八
洲
霊
の
玉
体
付
着
と
禊
の
二
面
で
捉
え
ら
れ

る
と
し
た
。
嘉
祥
三
年
の
記
事
を
ど
う
見
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
本

論
の
特
徴
は
、
そ
の
前
後
の
時
代
背
景
か
ら
日
本
紀
講
と
の
関
わ
り
を
導
き

出
し
た
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仁
明
・
陽
成
・
醍
醐
・
朱
雀
の
治
世
に
日

本
紀
講
が
八
十
嶋
祭
の
実
施
と
あ
い
前
後
し
て
行
わ
れ
て
い
る
点
に
注
目

し
、『
日
本
紀
私
記
』
丙
本
や
「
日
本
紀
竟
宴
和
歌
」
の
内
容
が
神
功
皇
后

伝
説
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
第
五
回
の
日
本
紀

講
の
私
記
の
著
者
、
矢
田
部
公
望
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
へ
の
関
与
を
踏
ま

え
て
、
公
望
が
石
上
神
宮
の
鎮
魂
術
を
八
十
嶋
祭
の
鎮
魂
手
法
に
取
り
入
れ

た
と
推
定
す
る
。
こ
の
あ
た
り
の
論
証
は
鮮
や
か
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』

の
享
受
と
八
十
嶋
祭
の
関
係
が
動
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。ま
た
、『
住

吉
大
社
神
代
記
』
に
八
十
嶋
祭
へ
の
明
言
が
な
い
の
は
、
タ
モ
ミ
ノ
ス
ク
ネ

を
祖
に
持
つ
津
守
氏
に
よ
る
住
吉
神
祭
祀
の
正
当
性
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
に

眼
目
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
八
十
嶋
祭
へ
津
守
氏
が
参
画
す

べ
き
だ
と
い
う
訴
え
を
読
み
解
く
こ
と
な
ど
に
は
、『
古
語
拾
遺
』
を
は
じ

め
と
す
る
「
氏
文
」
へ
の
、
著
者
の
一
貫
し
た
見
方
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

第
Ⅱ
部
「
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
」
は
、
全
十
章
か
ら
成
り
、
質
量
共
に

本
書
の
中
核
を
な
す
諸
論
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
は
じ
め
に
」
で
『
先

代
旧
事
本
紀
』
の
研
究
史
を
略
述
し
た
上
で
、
さ
ら
に
追
求
さ
れ
る
べ
き
問

題
を
二
点
に
絞
り
こ
む
。
第
一
に
、
主
題
・
構
想
と
記
事
の
内
容
・
配
置
と

の
関
係
の
究
明
、
第
二
に
、
物
部
氏
の
氏
族
伝
承
と
し
て
の
再
考
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
当
然
相
互
に
絡
み
合
う
も
の
で
あ
る
が
、

第
一
の
究
明
は
、
主
に
第
一
章
「
主
題
と
構
想
」、
第
二
章
「
人
代
記
事
・
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国
造
本
紀
の
構
成
」、
第
九
章
「
ス
サ
ノ
ヲ
後
裔
系
譜
序
説―

タ
ケ
ミ
ナ
カ

タ
神
の
定
位―

」、
第
十
章
「
ス
サ
ノ
ヲ
後
裔
系
譜―

「
地
祇
本
紀
」
の
構

想―
」
で
果
た
さ
れ
る
。
特
に
第
二
章
と
第
九
、
十
章
は
力
作
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
、『
日
本
書
紀
』
の
神
武
紀
以
後
の
記
事
と
、「
皇
孫
本
紀
」「
天

皇
本
紀
」「
神
皇
本
紀
」「
帝
皇
本
紀
」
の
記
事
を
対
応
す
る
形
で
示
し
、
三

十
項
目
に
内
容
を
整
理
し
、『
日
本
書
紀
』
の
採
否
に
一
貫
し
た
判
断
基
準

が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
そ
の
発
見
は
、
原
則
と
し
て
省
略
す
る
と
思
わ

れ
る
十
三
項
目
が
例
外
的
に
採
用
さ
れ
た
例
の
検
討
に
よ
り
な
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
採
用
例
の
多
い
推
古
、
神
武
の
順
に
、
述
作
者
の
意
図
が

強
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
重
要
性
が
採
用
の
一
つ
の
基

準
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
採
用
が
、
物
部
氏
の
関
係
す
る
記
事
に
限

ら
な
い
と
い
う
指
摘
も
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
天
皇
本
紀
」
に
の
み
『
古

事
記
』『
古
語
拾
遺
』
が
集
中
し
て
依
拠
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
興
味
深
い
。

『
日
本
書
紀
』
一
辺
倒
で
な
い
と
こ
ろ
に
も
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
特
徴
が

あ
る
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
記
・
紀
な
ど
の
先
行
文
献
に
依
拠
し
た
か
ど

う
か
の
慎
重
な
検
討
が
目
を
引
く
。
な
ぜ
そ
の
文
献
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、そ
の
理
由
付
け
が
本
論
の
説
得
性
を
高
め
て
い
る
。ま
た
、「
国
造
本
紀
」

に
記
・
紀
が
引
用
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
と
い
う
具
体
的
指
摘
は
、
比
較
的
信

憑
性
が
高
い
と
さ
れ
る
「
国
造
本
紀
」
の
、
今
後
の
利
用
に
お
い
て
の
一
つ

の
警
鐘
と
な
ろ
う
。
第
九
、
十
章
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
後
裔
系
譜
が
な
ぜ
存
在
す

る
の
か
を
問
う
。
第
九
章
で
は
、
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
の
「
ナ
カ
タ
」
は
「
縣
」

の
音
転
で
あ
り
、
出
雲
縣
の
設
置
者
と
し
て
の
フ
ツ
ヌ
シ
が
「
御
縣
の
神
」

と
よ
ば
れ
、
そ
れ
が
音
転
し
て
ミ
ナ
カ
タ
ノ
カ
ミ
と
通
称
さ
れ
た
と
い
う
。

タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
は
諏
訪
に
土
着
し
て
い
た
神
で
は
な
く
、『
古
事
記
』
と
『
出

雲
国
風
土
記
』
の
記
事
を
恣
意
的
に
結
び
つ
け
、
石
上
神
宮
（
フ
ツ
ヌ
シ
）

の
称
揚
を
意
図
し
た
「
地
祇
本
紀
」
の
系
譜
操
作
の
結
果
生
ま
れ
た
神
で
あ

る
と
説
く
。
な
ぜ
出
雲
系
の
系
譜
が
独
自
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
、
諏
訪

や
越
と
の
繋
が
り
に
物
部
氏
の
意
図
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
読
み
解
く

の
で
あ
る
。
第
十
章
で
は
、
さ
ら
に
視
点
を
広
げ
て
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
＝
オ
ホ

モ
ノ
ヌ
シ
と
い
う
『
日
本
書
紀
』
の
立
場
を
一
歩
進
め
て
、
三
輪
山
伝
承
の

主
体
を
も
出
雲
系
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
し
、
そ
れ
と
ス
サ
ノ
ヲ
系
譜
を
結
び
つ

け
た
と
説
く
。
そ
の
系
統
に
諏
訪
、
宗
像
、
賀
茂
の
神
々
が
い
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
系
統
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
祖
と
す
る
物
部
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た

と
間
接
的
に
表
す
意
図
が
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
の

ス
サ
ノ
ヲ
後
裔
系
譜
は
、
記
紀
の
系
譜
を
統
合
し
つ
つ
、
編
者
の
あ
ら
た
な

主
張
を
加
え
つ
つ
編
ま
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
姻
戚
関

係
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
か
は
、
編
纂
当
時
に
お
け
る
外
的
状
況
、
特
に
賀

茂
神
の
神
威
を
取
り
込
む
必
要
性
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
第
九
、
十
章

は
、
や
や
論
証
力
が
弱
い
。
し
か
し
、
物
部
氏
と
出
雲
系
の
神
々
を
結
び
つ

け
る
系
譜
操
作
に
は
、
推
理
小
説
を
読
む
よ
う
な
面
白
さ
が
あ
る
。

　

第
二
の
物
部
氏
伝
承
の
再
考
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
第
三
章
・
第
五
章
と
、

第
四
章
「
ヰ
ナ
ベ
伝
承
の
発
生
と
展
開
」、
第
六
章
「
石
上
神
宮
の
呼
称
」、

第
七
章
「
鎮
魂
祭
起
源
の
伝
承
」、
第
八
章
「
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
後
裔
系
譜―

高

倉
下
の
定
位―

」
で
な
さ
れ
る
。
第
四
章
で
は
、
五
世
紀
に
造
船
技
術
者
と

し
て
新
羅
か
ら
渡
来
し
た
ヰ
ナ
ベ
が
物
部
氏
の
配
下
に
入
り
、
そ
の
服
属
伝

承
と
し
て
の
原
伝
承
を
想
定
す
る
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
ノ

ミ
コ
ト
の
河
内
降
臨
の
伝
承
に
、
そ
の
随
伴
者
と
い
う
面
の
み
を
利
用
し
て

取
り
入
れ
た
と
い
う
。
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
氏
族
に
光
を
当
て
た
点
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は
貴
重
だ
が
、
方
法
論
的
に
は
不
満
が
残
る
。
第
六
、
第
七
、
第
八
章
は
、

第
三
・
第
五
章
の
延
長
に
意
味
付
け
ら
れ
る
諸
論
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、

物
部
氏
を
扱
う
際
に
厄
介
な
問
題
と
し
て
、
物
部
大
連
と
物
部
首
と
の
関
係

を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
第
六
章
は
こ
の
問
題
に
果
敢
に
取
り

組
み
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
編
者
に
石
上
神
宮
の
関
係
者
を
想
定
す
る
。

こ
れ
は
新
説
で
は
な
い
が
、
物
部
首
が
「
フ
ル
」、
物
部
大
連
が
「
フ
ツ
」

と
い
う
石
上
神
宮
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
結
び
つ
く
経
緯
の
説
明
は
鮮
や
か

で
あ
る
。
第
七
章
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
が
、
記
・
紀
の
天
孫
降
臨
神
話

に
基
づ
い
て
、
律
令
祭
儀
と
し
て
の
鎮
魂
祭
の
起
源
を
位
置
づ
け
る
に
至
っ

た
経
緯
を
跡
づ
け
る
。
そ
れ
は
記
・
紀
の
系
譜
記
事
の
受
容
と
再
編
と
い
う

方
法
で
な
さ
れ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
│
ウ
マ
シ
マ
ヂ
の
物
部
氏
の
始
祖
二
代
を
も

と
に
、
そ
の
後
裔
の
人
物
を
二
系
統
（
大
連
系
と
首
系
）
に
分
け
て
繋
ぐ
形
で

示
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
図
は
、
律
令
祭
儀
と
し
て
の
鎮
魂
祭
を
、
ウ
マ

シ
マ
ヂ
の
子
孫
が
担
い
続
け
る
こ
と
の
保
証
に
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
系
譜

再
編
が
、
記
・
紀
神
話
の
祭
儀
神
話
化
と
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と

い
う
指
摘
も
注
意
し
た
い
。
第
八
章
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
イ
ハ
レ
ビ
コ

熊
野
平
定
伝
説
を
、
フ
ツ
ノ
ミ
タ
マ
を
拠
り
所
に
し
て
新
し
い
氏
族
伝
承
を

創
作
す
る
と
い
う
手
法
を
提
示
し
た
。
氏
族
伝
承
の
新
た
な
る
創
作
に
ま
で

論
が
進
む
と
、
に
わ
か
に
は
賛
同
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
氏
族

伝
承
の
再
考
に
一
つ
の
あ
ら
た
な
視
点
を
提
供
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

残
さ
れ
た
紙
数
も
少
な
く
な
り
、
第
Ⅲ
部
「
記
・
紀
受
容
の
諸
相
」
に
は

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ご
寛
恕
を
請
う
。
著
者
、
工
藤
氏
に
は
、
す
で

に
『
新
撰
亀
相
記
の
基
礎
的
研
究
』
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
十

三
回
上
代
文
学
会
賞
を
受
賞
し
た
好
著
で
あ
る
。
そ
の
選
考
に
当
た
っ
た
一

人
と
し
て
、
本
書
の
刊
行
に
は
感
慨
深
い
思
い
が
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
視

点
と
方
法
を
、
さ
ら
に
広
げ
つ
つ
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
記
・
紀
の
享

受
と
し
て
の
律
令
祭
儀
と
氏
族
伝
承
は
、
本
書
に
お
い
て
み
ご
と
に
手
を
結

ん
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
氏
族
論
の
新
し
い
武
装
は
こ
こ
に
果
た
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

（
二
〇
〇
七
年
四
月　

新
典
社　

Ａ
５
判　

三
七
四
頁　

税
込
一
〇
五
〇
〇
円
）

新　

刊　

紹　

介

岸　

正
尚
著

『
万
葉
集
と
上
代
歌
謡
』

　

上
代
韻
文
に
関
す
る
論
考
を
中
心
と
し
た
著
者

の
個
人
論
集
で
あ
る
。全
三
編
構
成
。第
Ⅰ
編
「
万

葉
集
の
深
奥
を
剔
る
」
で
は
、
吉
野
行
幸
歌
、
伊

勢
行
幸
歌
、
日
並
皇
子
の
挽
歌
、
志
貴
皇
子
の
鼯

鼠
の
歌
、
神
丘
と
春
日
野
で
詠
ん
だ
赤
人
の
歌
、

周
淮
球
名
娘
子
の
歌
、
池
主
来
贈
戯
歌
と
再
来
贈

歌
、
亡
妾
を
悲
し
む
十
三
首
を
扱
っ
た
七
編
の
論

考
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
特
質
や
歌
人
像

を
詳
細
に
分
析
し
な
が
ら
、
歌
の
背
後
に
あ
る
時

代
の
本
質
に
鋭
く
切
り
込
も
う
と
す
る
。
第
Ⅱ
編

「
歌
謡
世
界
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
」
で
は
、
上

代
歌
謡
の
口
承
・
記
載
と
い
う
伝
承
形
式
の
も
つ

機
能
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
第

Ⅲ
編
「
日
中
韓
を
視
野
に
入
れ
「
歌
」
を
考
え
る
」

で
は
、
広
く
東
ア
ジ
ア
世
界
に
視
野
を
広
げ
、
漢

字
文
化
圏
に
お
け
る
歌
の
あ
り
様
を
論
じ
て
い

る
。
全
編
を
通
し
て
、
長
年
の
研
究
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
著
者
の
文
学
観
が
明
瞭
に
示
さ
れ
た
一
冊

で
あ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
三
月　

菁
柿
堂　

四
六
判　

三
三

〇
頁　

税
込
二
五
二
〇
円
） 

〔
李　

満
紅
〕


